
　私が学生の頃、東京から帰省するとき、お城（伊賀
上野城）が見えてくると「あぁ帰ってきたな」という
実感が湧き上がってきました。このように、伊賀上野
城は私にとっても、おそらく皆さんにとっても、自
分の世界の一部になっているのではないでしょうか。
　伊賀上野城は、1585（天正 13）年に領主となっ
た筒井定次によって建設されました。筒井定次の天
守閣は、現在の上野公園内の水源池にありました。
そのそばに「筒井天守跡」の石碑が残されています。
　その後、新たに領主となった藤堂高虎は、それま
での城の西側に天守閣を建設しようとしましたが、
1612（慶長 17）年の暴風で倒壊し、以来、1935（昭
和 10）年に政治家の川崎克氏
が、私財を投じて天守閣を再
建するまでの間は天守台だけ
が残されていました。
　地域のシンボルともいえる
天守閣が再建されていなけれ

ば、現在の観光のあり方や人々の郷土への思いも違っ
ていたのではないかと、そのありがたさをしみじみ
感じるところです。
　また、城づくり、まちづくりの名手と言われた藤
堂高虎が城を拡張した当時、丸之内と本町通りの間
には外堀が巡り、広い範囲が「城内」でした。城か
ら外堀までは南に向かって傾斜があり、大雨の際な
どは流れ込んだ水が最後に外堀に落ちる、いわば今
でいう調整池の役割を果たしていました。また、城
と城下町をつなぐ城門として東西に置かれた大手門
のうち、西大手門は 1907（明治 40）年まで残され、
その後だんじりの部材として使用されたということ
です。もし残っていれば、大阪城と並ぶ日本最大級
の大手門だったようです。
　現在もまちなかのあちらこちらで堀の名残を残す
池や武家屋敷など、江戸時代の面影を見出すことが
できます。地図を手に探検してみるのもまた興味深
いのではないでしょうか。　　（伊賀市長　岡本　栄）

ー天守閣復興80年に寄せてー

市長の伊賀じまん
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そう
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橋畔絶景図屏風」川
　崎克堂（克氏の雅号）筆。
　伊賀上野城と服部川堤
　にあった呉

く れ は

服の松が見
　事に描かれています。
　（伊山文庫所蔵）

▲伊賀上野城。白鳳城の
　名でも呼ばれています。
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じ
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